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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状の壁装材（２）と、
　前記壁装材（２）を貼設するべく、枠状に組み立てられていて、該壁装材（２）の周縁
端部（２ａ～２ｄ）を挟み込み状に固定する挟み込み手段（３）を備えた固定フレーム（
４）と、
　前記固定フレーム（４）を枠状に規定して支持する基盤プレート（５）と、を備えた壁
装材貼設パネル（１）であり、
　前記壁装材貼設パネル（１）の裏面側と被取付施工面（Ｗ）との間に設けられ、前記壁
装材貼設パネル（１）を被取付施工面（Ｗ）に取り付けるための壁面取付手段（２５）を
備え、
　前記壁面取付手段（２５）は、前記壁装材貼設パネル（１）における上辺の裏面側と前
記被取付施工面（Ｗ）との間に設けられ、嵌め合わせによって嵌合連結される嵌合型連結
素子対（２６，２７）と、前記壁装材貼設パネル（１）における少なくとも下辺の裏面側
と前記被取付施工面（Ｗ）との間に設けられ、面接触によって接合連結される面接合型連
結素子対（３３，３４）と、を備え、
　前記固定フレーム（４）は、その一側端に沿って長さ方向にのび、上方に向けて突き出
る突出部（１１）を備え、
　前記挟み込み手段（３）は、前記突出部（１１）の下方に設けられた挟み込み素子（１
３）と、前記挟み込み素子（１３）と前記固定フレーム（４）との間に形成される間隙（
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６）と、を備え、
　前記挟み込み素子（１３）は、軟質樹脂製の突条部（１４）と、前記壁装材の周縁端部
（２ａ～２ｄ）を保持する保持突起（１５）と、を備え、
　前記間隙（６）は、前記突出部（１１）の下方に設けられ、前記固定フレームの外周縁
側部に沿って、外方に向けて開口しており、
　前記壁装材の周縁端部（２ａ～２ｄ）が、前記間隙（６）に差し込まれて、前記挟み込
み素子（１３）と前記固定フレーム（４）との間で挟まれて固定されることを特徴とする
壁装材貼設パネルの取付構造。
【請求項２】
　前記固定フレーム（４）が、長尺成型材から得られる成型部材の組み合わせでなり、前
記成型部材が、フレーム上部材（７）と、前記フレーム上部材（７）に対して組立連結手
段（９）を介して組立られるフレーム下部材（８）とを含み、組み立てた際、前記フレー
ム上部材（７）とフレーム下部材（８）との間に、前記固定フレームの外周縁側部に外方
に向けて開口する前記挟み込み手段（３）のための前記間隙（６）を形成するものからな
ることを特徴とする請求項１に記載の壁装材貼設パネルの取付構造。
【請求項３】
　前記固定フレーム（４）が、長尺成型材から得られる成型部材の組み合わせでなり、前
記成型部材が、フレーム上部材（７）と、前記フレーム上部材（７）に対して折り曲げ部
（３９）を介して一体的に連結されたフレーム下部材（８）とを含み、前記折り曲げ部（
３９）で折り曲げた際、前記フレーム上部材（７）とフレーム下部材（８）との間に、前
記固定フレームの外周縁側部に外方に向けて開口する前記挟み込み手段（３）のための前
記間隙（６）を形成するものからなることを特徴とする請求項１に記載の壁装材貼設パネ
ルの取付構造。
【請求項４】
　前記壁面取付手段（２５）における嵌合型連結素子対（２６，２７）が、前記壁装材貼
設パネル（１）の裏面側に設けられ左右方向にのびる係合部（５１）と、被取付施工面側
に設けられ左右方向にのびる係止部（５２）とからなり、前記係合部（５１）は、長手方
向を軸として、前記係止部（５２）に回動可能に係止されるものからなることを特徴とす
る請求項１～請求項３のいずれかに記載の壁装材貼設パネルの取付構造。
【請求項５】
　前記壁面取付手段（２５）における嵌合型連結素子対（２６，２７）が、前記固定フレ
ーム（４）におけるフレーム下部材（８）の裏面に、その長さ方向に沿って一体的に設け
た凸条（２８）と、前記凸条（２８）を挟み込み状に受け入れる受入溝（３１）を備えた
嵌合型レール部材（３０）とからなることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれかに
記載の壁装材貼設パネルの取付構造。
【請求項６】
　前記壁面取付手段（２５）における面接合型連結素子対（３３，３４）が、前記固定フ
レーム（４）におけるフレーム下部材（８）の平坦な裏面に設けた一方型の面ファスナー
（３５）と、前記被取付施工面側に取り付けられる面接合型レール部材（３７）の平坦な
面（３７ａ）に設けた他方型の面ファスナー（３６）とからなることを特徴とする請求項
１～請求項４のいずれかに記載の壁装材貼設パネルの取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、建造物などにおける内壁、天井、間仕切り（パーテーション）、衝立、扉
、襖、あるいはその他の建具などの表面（以下、この発明において被取付施工面という）
に対して、織物などによる壁装材を貼設施工するための壁装材貼設パネルに係るものであ
って、特に、当該壁装材貼設パネルを被取付施工面に取り付けるための取付構造、並びに
その取付施工方法に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　周知のように、建造物などにおける被取付施工面に対する内装として、織物などのシー
ト状の壁装材を被取付施工面に貼設することが一般的に行われている。その際に、壁装材
の周縁端部を把持して固定するため、当該壁装材を貼設すべき被取付施工面に対して枠状
に取り付け、前記壁装材の周縁端部を挟み込み状に固定するように構成した長尺のフレー
ム部材が適用されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載のような壁装材の固定部材および壁装材の貼設方法が、本出
願人によって開発され、提供されてきている。この特許文献１に記載の壁装材貼設用の固
定部材組立体は、挟み込み手段が固定部材本体における突条部並びに保持部と、縁取り部
材における立ち上がり部間に、互いに協働して、壁装材の周縁端部を挟み込むように構成
されているものである。従って、壁装材の外側に、縁取り部材における立ち上がり部が出
てしまい、これが目地となって、前記壁装材だけを敷き詰めたような壁面施工を行うこと
ができなかった。
【０００４】
　さらに、この特許文献１に記載のものでは、前記挟み込み手段が、上方に向けて開口し
ているため、壁装材の挟み込みの強度性並びに耐久性に問題があった。さらに、この特許
文献１に記載の技術では、当該壁装材貼設パネルを、被取付施工面に取り付けるための有
効な構成については、未開発のものであった。
【０００５】
　一般的に、建材パネルを躯体生地あるいは被取付施工面に取り付ける技術としては、例
えば、特許文献２に記載のような構成のものがある。この特許文献２に記載のものは、重
量パネルを被取付施工面に取り付けるための技術であって、取付壁に立設されたアンカー
ボルトに、長孔のある支持板を備えたパネルを、該長孔に沿って可動させながらボルトお
よびナットで止め付ける取付構造のものである。この取付構造では、強固にボルト・ナッ
トで締め付けて取り付ける構成でり、一旦取り付けてしまうと、強力な解体作業器具を必
要とし、取り付け並びに取り外しに際して、多大な労力を要するものであった。
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－９０１２６号公報
【特許文献２】特許第３６３７４０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、この発明では、上記するような従来技術の問題点を解消すべくなしたものであ
って、特に重要な要素は、施工現場において壁装材を貼設すべき被取付施工面に対し、壁
装材を簡単に貼設することを可能とし、壁装材を貼設すべき被取付施工面を部分的に装飾
するという全く新しい壁装の楽しみ方をなし得るためのものであって、且つ、壁装材の仕
上がりの美しさをより向上させる壁装材貼設パネルの取付構造、並びに、その取付施工方
法を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明は、上記する目的を達成するにあたって、具体的には、
　シート状の壁装材と、
　前記壁装材を貼設するべく、枠状に組み立てられていて、該壁装材の周縁端部を挟み込
み状に固定する挟み込み手段を備えた固定フレームと、
　前記固定フレームを枠状に規定して支持する基盤プレートと、を備えた壁装材貼設パネ
ルであり、
　前記壁装材貼設パネルの裏面側と被取付施工面との間に設けられ、前記壁装材貼設パネ
ルを被取付施工面に取り付けるための壁面取付手段を備え、
　前記壁面取付手段は、前記壁装材貼設パネルにおける上辺の裏面側と前記被取付施工面
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との間に設けられ、嵌め合わせによって嵌合連結される嵌合型連結素子対と、前記壁装材
貼設パネルにおける少なくとも下辺の裏面側と前記被取付施工面との間に設けられ、面接
触によって接合連結される面接合型連結素子対と、を備え、
　前記固定フレームは、その一側端に沿って長さ方向にのび、上方に向けて突き出る突出
部を備え、
　前記挟み込み手段は、前記突出部の下方に設けられた挟み込み素子と、前記挟み込み素
子と前記固定フレームとの間に形成される間隙と、を備え、
　前記挟み込み素子は、軟質樹脂製の突条部と、前記壁装材の周縁端部を保持する保持突
起と、を備え、
　前記間隙は、前記突出部の下方に設けられ、前記固定フレームの外周縁側部に沿って、
外方に向けて開口しており、
　前記壁装材の周縁端部が、前記間隙に差し込まれて、前記挟み込み素子と前記固定フレ
ームとの間で挟まれて固定されることを特徴とする壁装材貼設パネルの取付構造を構成す
るものである。
【００１０】
　さらに、この発明において、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の壁装材貼設パ
ネルの取付構造であって、前記固定フレームが、長尺成型材から得られる成型部材の組み
合わせでなり、前記成型部材が、フレーム上部材と、前記フレーム上部材に対して組立連
結手段を介して組立られるフレーム下部材とを含み、組み立てた際、前記フレーム上部材
とフレーム下部材との間に、前記固定フレームの外周縁側部に外方に向けて開口する前記
挟み込み手段のための間隙を形成するものからなることを特徴とするものである。
【００１１】
　さらに、この発明において、請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の壁装材貼設パ
ネルの取付構造であって、前記固定フレームが、長尺成型材から得られる成型部材の組み
合わせでなり、前記成型部材が、フレーム上部材と、前記フレーム上部材に対して折り曲
げ部を介して一体的に連結されたフレーム下部材とを含み、前記折り曲げ部で折り曲げた
際、前記フレーム上部材とフレーム下部材との間に、前記固定フレームの外周縁側部に外
方に向けて開口する前記挟み込み手段のための間隙を形成するものからなることを特徴と
するものである。
【００１２】
　さらに、この発明において、請求項４に記載の発明は、請求項１～請求項３のいずれか
に記載の壁装材貼設パネルの取付構造であって、前記壁面取付手段における嵌合型連結素
子対が、前記壁装材貼設パネルの裏面側に設けられ左右方向にのびる係合部と、被取付施
工面側に設けられ左右方向にのびる係止部とからなり、前記係合部は、長手方向を軸とし
て、係止部に回動可能に係止されるものからなることを特徴とするものである。
【００１３】
　さらに、この発明において、請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれか
に記載の壁装材貼設パネルの取付構造であって、前記壁面取付手段における嵌合型連結素
子対が、前記固定フレームにおけるフレーム下部材の裏面に、その長さ方向に沿って一体
的に設けた凸条と、前記凸条を挟み込み状に受け入れる受入溝を備えた嵌合型レール部材
とからなることを特徴とするものである。
【００１４】
　さらに、この発明において、請求項６に記載の発明は、請求項1～請求項４のいずれか
に記載の壁装材貼設パネルの取付構造であって、前記壁面取付手段における面接合型連結
素子対が、前記固定フレームにおけるフレーム下部材の平坦な裏面に設けた一方型の面フ
ァスナーと、前記被取付施工面側に取り付けられる面接合型レール部材の平坦な面に設け
た他方型の面ファスナーとからなることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造によれば、当該壁装材貼設パネル並びにこ
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れを被取付施工面に取り付けるための壁面取付手段を、予め、工場サイドにおいて製作準
備しておくことができ、極めて省力的な取付作業により取り付けられるものであり、当該
壁装材貼設のための施工時間を大幅に短縮することができるという点、さらに、この発明
になる壁装材貼設パネルの取付構造では、極めて省力的に取り外すこともでき、それらの
点において極めて有効に作用するものといえる。
【００１７】
　さらに、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造によれば、壁装材を貼設すべき被
取付施工面の必要な区画だけに当該壁装材貼設パネルを、例えば、縦方向および横方向に
連接設置することで、壁装材を貼設すべき被取付施工面を部分的に装飾することが簡単に
できるようになるという点において極めて有効に作用するものといえる。
【００１８】
　さらにまた、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造によれば、壁装材貼設パネル
を縦方向および横方向に格子状に設置する場合、固定部材の一側端が隣り合うパネルに隠
れて露出せず、壁装材の仕上がりが美しくなる。また、設置区画の外周には、廻り縁をは
め込むことによって、その仕上がりが一層美しくなるという点においても極めて有効に作
用するものといえる。
【００１９】
　さらに、この発明になる壁装材貼設パネルによる取付施工方法によれば、特に、隣接す
るパネル間に亘って連続する模様を構成する場合においても、固定部材等により模様が寸
断されずに施工することができ、貼設作業においても、隣接するパネル間の柄の繋ぎ合わ
せを目視しながら行える点においても極めて有効に作用するものといえる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造について、図１～図８に示す具体的
な実施例に基づいて詳細に説明する。図１は、この発明の基本的な構成例を示すものであ
って、図１Ａは、壁装材貼設パネルの突き合わせ施工状態の一例を示す概略的な斜視図、
図１Ｂは、取付壁面に対して一枚の壁装材貼設パネルが取り付けられている状態を一部破
断して示す概略的な断面図である。
【００２１】
　図２は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造の基本構成にあって、取付連結手
段が嵌合型の実施例を示すものであって、図２Ａは、その施工された状態を一部破断して
示す概略的な斜視図、図２Ｂは、上フレーム部材、嵌合型下フレーム部材、嵌合型レール
部材を分離して示す概略的な横断面図、図２Ｃは、各部材を組み合わせた施工状態を示す
概略的な横断面図である。図３は、取付連結手段が貼着型の実施例を示すものであって、
図３Ａは、上フレーム部材、貼着型下フレーム部材、貼着型レール部材を分離して示す概
略的な横断面図、図３Ｂは、各部材を組み合わせた施工状態を示す概略的な横断面図であ
る。
【００２２】
　一方、図４は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造を垂直壁面に適用した具体
的な実施例を示す概略的な縦断面図であり、図５は、取付連結手段が嵌合型の実施例にお
いて、上フレーム部材と嵌合型下フレーム部材とを一体的に接続して構成した例を示すも
のであって、図５Ａは、これを展開した状態で示す概略的な横断面図、図５Ｂは、各部材
を組み合わせた施工状態を示す概略的な横断面図である。
【００２３】
　図６は、取付連結手段が貼着型の実施例において、上フレーム部材と嵌合型下フレーム
部材とを一体的に接続して構成した例を示すものであって、図６Ａは、これを展開した状
態で示す概略的な横断面図、図６Ｂは、各部材を組み合わせた施工状態を示す概略的な横
断面図である。図７は、レール部材の実施例を示すものであって、嵌合型レール部材と貼
着型レール部材とを一体的に接続して構成した例を示す概略的な横断面図である。
【００２４】
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　図８は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造を用いた壁面施工例を例示するも
のであって、図８Ａは、被取付施工面に対して当該壁装材貼設パネルを格子状に配列施工
した例を示す概略的な正面図であり、図８Ｂは、被取付施工面に対して異なる大きさの壁
装材貼設パネルを所望のパターンに配列施工した例を示す概略的な正面図である。
【００２５】
　まず、この発明になる壁装材貼設パネル１の具体的な構成態様例について、図１～図７
に基づいて詳細に説明する。この発明になる壁装材貼設パネル１は、所望の織物生地など
でなる壁装材２と、この壁装材２の周縁端部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを挟み込み状に固定
する挟み込み手段３を備えていて、この挟み込み手段３によって前記壁装材２の周縁端部
２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを挟み込み状に固定するべく枠状に組み立てられた固定フレーム
４と、前記固定フレーム４を枠状に規定するべく組み合わされた基盤プレート５とを含む
ものからなっている。特に、この発明では、前記枠状に組み立てられた固定フレーム４の
最外周縁を前記壁装材２によって包み込むべく、前記固定フレーム４の外周縁側部に外方
に向けて開口する前記挟み込み手段３のための間隙６を設けたものからなっている。
【００２６】
　この発明になる壁装材貼設用の固定フレーム４は、基本的には、長尺成型材から得られ
る成型部材の組み合わせでなっている。すなわち、前記固定フレーム４は、フレーム上部
材７と、このフレーム上部材７に対して組立連結手段９を介して組立られるフレーム下部
材８とを含むものであり、前記組立連結手段９を介して組み立てた際、前記フレーム上部
材７とフレーム下部材８との間に、前記固定フレーム４の外周縁側部に外方に向けて開口
する前記挟み込み手段３のための間隙６を形成するものからなっている。
【００２７】
　前記固定フレーム４を構成するフレーム上部材７は、長さ方向にのびる扁平な固定基部
１０と、該固定基部１０の一側縁１０ａに沿って長さ方向にのび、上方に向けて突き出る
突出部１１と、前記突出部１１の下方であって、前記固定基部１０の一側縁１０ａに沿っ
て長さ方向にのび、外方に向けて開口する前記挟み込み手段３のための間隙６を形成する
基部下面１０ｃを備えている。
【００２８】
　さらに、前記フレーム上部材７における前記固定基部１０の基部上面１０ｂには、前記
基盤プレート５のための当接突起１２が設けてあり、前記固定基部１０の基部下面１０ｃ
には、軟質樹脂からなる横断面Ｙ字型の挟み込み素子１３が設けられている。前記挟み込
み素子１３は、摩擦によって、前記間隙６に挟み込まれた壁装材２の戻り止め機能を果た
す突条部１４を有し、突条部１４は、前記壁装材２の周縁端部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを
保持する保持突起１５を含むものからなっている。前記固定フレーム４の枠内であって、
前記壁装材２と基盤プレート５間には、充填下地材１６が充填されるようになっている。
【００２９】
　前記フレーム上部材７における前記固定基部１０の基部下面１０ｃには、前記フレーム
上部材７とフレーム下部材８とを組立連結するための組立連結手段９における第１の要素
１７が設けてある。前記第１の要素１７は、例えば、図２などに示すように、固定基部１
０の基部下面１０ｃから下方に向けてのび、平行する二条の突起１８、１８により形成さ
れていて、該二条の突起１８、１８の外面側に、長さ方向にのびるフック溝１９、１９が
設けてある。
【００３０】
　これに対して、前記固定フレーム４を構成するフレーム下部材８は、長さ方向にのびる
扁平な固定基部２０と、該固定基部１０の一側縁１０ａに沿って長さ方向にのび、上方に
向けて突出し、前記フレーム上部材７と組み合わせた際、該フレーム上部材７の基部下面
１０ｃに当接する当て部２１を備えている。
【００３１】
　さらに、前記フレーム下部材８における前記固定基部２０の基部上面２０ｂには、前記
フレーム上部材７とフレーム下部材８とを組立連結するための組立連結手段９における第
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２の要素２２が設けてある。前記第２の要素２２は、例えば、図２などに示すように、固
定基部２０の基部上面２０ｂから上方に向けてのび、平行する二条の突起２３、２３によ
り形成されていて、該二条の突起２３、２３の内面側に、長さ方向にのびるフック２４、
２４が設けてある。
【００３２】
　このフレーム下部材８は、後述する壁面取付手段２５によって、図２に示すような、嵌
合型のものと、図３に示すような、面接合型のものとが準備される。前記壁面取付手段２
５が、図２に示すような嵌合型のものである場合、前記壁面取付手段２５は、嵌合型連結
素子対２６、２７によって形成される。一方の嵌合型連結素子対２６は、例えば、前記フ
レーム下部材８における固定基部２０の基部下面２０ｃに、その長さ方向に沿って一体的
に設けた凸条２８により形成されており、前記凸条２８の先端には、フック部２９が設け
てある。これに対して、前記他方の嵌合型連結素子対２７は、例えば、前記凸条２８を挟
み込み状に受け入れる受入溝３１を備えた嵌合型レール部材３０により形成されるもので
あり、タッカー手段３２などにより被取付施工面Ｗに固着されるようになっている。
【００３３】
　この発明において、前記壁面取付手段２５は、図９に示すような異なる実施例のものと
して構成することができる。図９に示す実施例において、前記壁面取付手段２５は、嵌合
型連結素子対２６’、２７’によって形成される引っ掛けタイプのものである。この実施
例では、一方の嵌合型連結素子対２６’は、例えば、前記壁装材貼設パネル１の裏面側上
縁に沿って設けられた、左右方向にのびる係合部５１と、被取付施工面Ｗ側に設けられた
、左右方向にのびる係止部５２とからなり、前記係合部５１は、長手方向を軸として、前
記係止部５２に回動可能に係止されるものからなっている。すなわち、この実施例では、
前記壁装材貼設パネル１の裏面側上縁に沿って設けた係合部５１を、前記被取付施工面Ｗ
側に設けた係止部５２に引っ掛けるようにして嵌合し、該引っ掛け部分を軸として、当該
壁装材貼設パネル１を壁側に向けて回動し、壁装材貼設パネル１の裏面側の下縁と、被取
付施工面Ｗ側に設けた面接合型連結素子対により、当該壁装材貼設パネル１を被取付施工
面Ｗに取り付けるようにしたものである。
【００３４】
　他方、前記壁面取付手段２５が、図３に示すような面接合型のものである場合、前記壁
面取付手段２５は、面接合型連結素子対３３、３４によって形成される。一方の面接合型
連結素子対３３は、例えば、前記フレーム下部材８における固定基部２０の基部下面２０
ｃが平坦面に形成されていて、その平坦面に設けた一方型の面ファスナー３５により形成
されている。これに対し、前記他方の面接合型連結素子対３４は、他方型の面ファスナー
３６を備えた面接合型レール部材３７により形成されるものであり、タッカー手段３８な
どにより被取付施工面Ｗに固着されるようになっている。
【００３５】
　前記壁面取付手段２５が、面接合型のものである場合、前記面接合型連結素子対３３、
３４は、前記フレーム下部材８における固定基部２０の平坦な基部下面２０ｃ、あるいは
、面接合型レール部材３７の平坦面３７ａの少なくとも一方に設けた接着テープによるも
のであってもよい。
【００３６】
　この発明において、前記固定フレーム４は、長尺成型材から得られる成型部材の組み合
わせでなり、例えば、図１～図４に示すもののように、フレーム上部材７とフレーム下部
材８とを組立連結手段９を介して組み立てる構成のものと、図５および図６に示すものの
ように、フレーム上部材７とフレーム下部材８とを折り曲げ部３９を介して一体的に連結
した構成のものとを含むものである。前者の分離型のものは、組み立てた際、前記フレー
ム上部材７とフレーム下部材８との間に、前記固定フレーム４の外周縁側部に外方に向け
て開口する前記挟み込み手段３のための間隙６を形成する。後者の一体型のものは、折り
曲げ部３９で折り曲げた際、フレーム上部材７とフレーム下部材８との間に、前記固定フ
レーム４の外周縁側部に外方に向けて開口する前記挟み込み手段３のための間隙６を形成
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する。この一体型のものは、フレーム上部材７の下面とフレーム下部材８の上面との間に
フック結合手段４３が設けてある。
【００３７】
　さらに、この発明において、前記嵌合型レール部材３０と面接合型レール部材３７とは
、図７に示すように、接続部４０を介して一体的に成形されたレール部材４１とすること
ができるようになっている。このように一体成形されたレール部材４１は、図４に示すよ
うにして、そのまま被取付施工面Ｗに取り付けることができ、前記接続部４０に沿って切
り離すことによって、嵌合型レール部材３０と面接合型レール部材３７とに分離すること
ができるようになっている。
【００３８】
　前記挟み込み手段３は、専ら、前記固定フレーム４における挟み込み素子１３の構造的
並びに素材的な要素によって構成されるものである。すなわち、前記突条部１４は、図１
Ｂに示す例によれば、前記フレーム上部材７における前記固定基部１０の基部下面１０ｃ
から下方に向けてのびるように設けられていて、その先端部分が若干下向きになるような
断面Ｙ字型をなしており、さらに、その内側部位の保持突起１５が斜め下向きにのびる断
面舌状の突条により形成されていること、並びに、その素材が、軟質樹脂であることによ
るものであり、図１Ｂ、図２～図６に示すように、前記固定フレーム４における突条部１
４並びに保持突起１５と、前記固定基部２０の上面２０ｂとの間に、前記壁装材２の周縁
端部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄをヘラなどの工具を用いて差し込んで収納空間４２内に挿入
した際、前記壁装材２は、当該挟み込み手段３によって抜け止め防止状態で貼設される。
【００３９】
　この発明では、前記壁装材２の周縁端部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを固定部材組立体４に
おける突条部１４並びに保持突起１５と、前記固定基部２０の上面２０ｂとの間に、ヘラ
（図示せず）などの工具を用いて差し込む際、壁装材２の挟み込み量を適宜調節すること
によって、壁装材２の模様、柄などの平面視描写を微調節することができる。
【００４０】
　この発明において、前記固定フレーム４並びにレール部材の素材は、特に限定されるも
のではないが、好ましい材料としては、ＡＢＳ樹脂、ポリスチレンなどのスチレン樹脂、
低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、ポリプロピレンなどのオレフィン系樹脂、ポ
リ塩化ビニル、 ポリカーボネートあるいはポリエステルなどの熱可塑性高分子材料など
が好適に用いられる。
【００４１】
　これに対して、前記挟み込み手段３における挟み込み素子１３並びに一体型の固定フレ
ームにおける折り曲げ部３９を形成する軟質樹脂の材料としては、例えば、熱可塑性エラ
ストマー、合成ゴム、天然ゴムなどの高分子材料が挙げられる。ここで、前記熱可塑性エ
ラストマーとは、常温でゴム弾性を示すが、高温では可塑化され、成型可能となる高分子
材料であり、このような熱可塑性エラストマーとしては、例えば、ポリスチレン系熱可塑
性エラストマー（ＳＤＣ）、ポリオレフィン系熱可塑性エラストマー（ＴＰＯ）、ポリ塩
化ビニル系熱可塑性エラストマー（ＴＰＶＣ）、ポリウレタン系熱可塑性エラストマー（
ＴＰＵ）、ポリエステル系熱可塑性エラストマー（ＴＰＥＥ）、ポリアミド系熱可塑性エ
ラストマー（ＴＰＥＡ）、１，２－ポリブタジエン系熱可塑性エラストマー（ＴＰＶＢ）
、トランスポリイソプレン系熱可塑性エラストマー（ＴＰＩ）、フッ素ゴム系熱可塑性エ
ラストマー（Ｔ－ＣＭ）、動的架橋系熱可塑性エラストマー（ＤＶＴＰ）などが挙げられ
る。
【００４２】
　この発明において使用される壁装材２としては、織物、編物、不織布、合成紙、人工皮
革、合成皮革、天然皮革、プラスチックフィルムなどの可撓性の面状資材であればいずれ
のものも使用することができるが、装飾性、他の内装材との調和などを考慮すれば織物が
好適なものである。特に、ポリエステル繊維からなる織物であれば、染色性、寸法安定性
、 耐久性などの面で好適である。



(9) JP 5241170 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

【００４３】
　この発明において使用される充填下地材１６としては、厚手の繊維ウェブ、不織布、発
泡シートなどであればいずれのものも使用することができるが、クッション性、防音性を
考慮すると、厚手の繊維ウェブが好適なものである。
【００４４】
　さらに、ニードルパンチ、フロッキー加工などで壁装材２の裏面にパイル層を積層一体
化したものを使用したり、モケット、別珍などのパイル布帛のパイル層を裏面に向けて使
用すれば、充填下地材１６は、別途必要でなくなる。
【００４５】
　この発明になる壁装材貼設パネル１は、好ましくは、平面視５０ｃｍ×５０ｃｍ程度の
正矩形形状のものとして形成される。この発明において、前記壁装材貼設用パネル１の平
面視形状並びにそのサイズは、特に限定されるものではなく、平面視において、長方形形
状、平行四辺形形状、台形形状、三角形形状あるいは六角形形状などのいずれであっても
よい。そのサイズについても、例えば、図８Ａに示すように、互いに突き合わせ状にして
施工構成するものでは、上記するように、一辺５０ｃｍ程度のものが好ましく、設計に応
じて、２０ｃｍ～１００ｃｍ程度のものであってもよい。さらには、図８Ｂに示すものの
ように、一枚のパネルを単独のものとして構成するような場合にあっては、一辺の寸法を
１００ｃｍ～２００ｃｍ程度に設計したものであってもよい。
【００４６】
　次に、この発明になる壁装材貼設パネル１を、被取付施工面Ｗに対して施工する手順に
ついて説明する。
【００４７】
　この発明では、先ず、壁装材貼設パネル１が、例えば、工場生産ラインにより予め準備
される。前記壁装材貼設パネル１は、壁装材２と、前記壁装材２の周縁端部２ａ、２ｂ、
２ｃ、２ｄを挟み込み状に固定する挟み込み手段３を備え、前記挟み込み手段３によって
前記壁装材２の周縁端部を挟み込み状に固定するべく枠状に組み立てられた固定フレーム
４と、前記固定フレーム４を枠状に規定するべく組み合わされた基盤プレート５とを含む
ものからなり、前記枠状に組み立てられた固定フレーム４の最外周縁を前記壁装材２によ
って包み込むべく、前記固定フレーム４の外周縁側部に外方に向けて開口する前記挟み込
み手段３のための間隙６を設けたものからなっている。
【００４８】
　この発明では、前記壁装材貼設パネル１を準備する段階において、前記壁装材貼設パネ
ル１の外周縁１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄを突き合わせ状に当接させることにより、予め選択
されたデザインを連続状に具現するように、前記挟み込み手段３のための間隙６に、前記
壁装材２の周縁端部２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄを挟み込んで張装する際、挟み込み量を調節
しながら挟み込む工程を含んでいる。
【００４９】
　さらに、この発明になる壁装材貼設パネル１の施工方法では、前記壁装材貼設パネル１
を、予め選択されたデザインを連続状に具現するように、被取付施工面Ｗ上に配列して固
定する工程を含むものからなっている。
【００５０】
　さらにまた、この発明になる壁装材貼設パネル１の施工方法では、工場サイドにおいて
、予め選択されたデザインを連続状に具現する複数個の壁装材貼設パネル１を準備し、そ
れらを突き合わせ状に当接させて、予め選択されたデザインを連続状に具現する壁装材貼
設パネル集合体とすることもできる。ここでいうデザインとは、プリント、エンボッシン
グ加工などによって付与される柄、模様だけでなく、織物などにおいては、地組織の模様
をも含むものである。
【００５１】
　この場合、前記壁装材貼設パネル集合体の最外周囲に、廻り縁部材４４を嵌め合わせて
、固定部材の一側端を目隠しすると同時に、それ自体に木目調、メタリック調などの意匠
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性を付与することにより、該壁装材貼設パネル集合体の側縁が露出する最外周囲を整えて
おくこともできる。前記廻り縁部材４４は、図２Ａに示すような長尺な成型材によるもの
であり、固定フレーム４における挟み込み素子１３と、前記固定基部２０の上面２０ｂと
の間に差し込まれる差し込み片４５と、壁装材貼設パネル集合体の最外周囲を整える廻り
縁４６とを有するものからなっている。
【００５２】
　この発明になる壁装材貼設パネル１を、被取付施工面Ｗに取り付ける取付施工方法につ
いて説明する。この発明では、まず、壁装材貼設パネル１並びに被取付施工面Ｗ側に取り
付けられるレール部材３０、３７、４１が準備される。前記壁装材貼設パネル１は、シー
ト状の壁装材２と、前記壁装材２を貼設するべく、枠状に組み立てられていて、該壁装材
２の周縁端部を挟み込み状に固定する挟み込み手段３を備えた固定フレーム４と、前記固
定フレーム４を枠状に規定して支持する基盤プレート５とからなっている。
【００５３】
　前記壁装材貼設パネル１は、前記壁面取付手段２５によって被取付施工面Ｗに取り付け
られる。この壁面取付手段２５は、例えば，図４に示すように、壁装材貼設パネル１にお
ける上辺１Ａの裏面側と前記被取付施工面Ｗとの間に設けた、嵌め合わせによって嵌合連
結される嵌合型連結素子対２６、２７と、前記壁装材貼設パネル１における少なくとも下
辺１Ｂの裏面側と前記被取付施工面Ｗとの間に設けた、面接触によって接合連結される面
接合型連結素子対３３、３４として構成される。
【００５４】
　前記嵌合型連結素子対２６、２７を構成する嵌合型レール部材３０と、面接合型連結素
子対３３、３４を構成する面接合型レール部材３７と、これを一体化したレール部材４１
とが準備され、予め設計されたパネル取付パターンに従って、該レール部材を被取付施工
面Ｗに取り付ける。
【００５５】
　上記する準備段階の後、前記壁装材貼設パネル１を被取付施工面Ｗに取り付けて行く。
この場合、まず、前記壁装材貼設パネル１における上辺１Ａの裏面側と前記被取付施工面
Ｗとの間に設けた嵌合型連結素子対２６、２７を介して嵌合連結し、しかる後、前記壁装
材貼設パネル１における少なくとも下辺１Ｂの裏面側と前記被取付施工面Ｗとの間に設け
た面接合型連結素子対３３、３４を介して接合連結する。
【００５６】
　この発明になる壁装材貼設パネル１の取付施工方法では、当該壁装材貼設パネル１の上
辺１Ａ側において、嵌合型連結素子対２６、２７により嵌合連結するように構成されてお
り、当該壁装材貼設パネル１の少なくとも下辺１Ｂ側、好ましくは、下辺１Ｂおよび両側
辺の三辺において、面接合型連結素子対３３、３４により面接合連結するように構成され
ているので、取付施工が極めて省力的に行うことができ、且つ、取り外しも極めて省力的
に行うことができる。
【００５７】
　この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造を用いた壁面施工例としては、図８Ａに示
すように、建造物の内壁面Ｗに対して、床面Ｆから天井面Ｃにかけて全面的に当該壁装材
貼設パネル１を格子状に配列施工することができ、あるいは、図８Ｂに示すように、被取
付施工面Ｗに対して、異なる大きさの壁装材貼設パネルを所望のパターンに配列施工する
こともできる。
【００５８】
　さらに、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造を用いた壁面施工例としては、上
記するような建造物の内壁面Ｗに限定されるものではなく、例えば、天井壁面、間仕切り
（パーテーション）、衝立、扉、襖、あるいはその他の建具などの表面に対して変更する
ことなく施工することができる。図１０に示す実施例は、この発明になる壁装材貼設パネ
ルの取付構造を、室内装飾パネル様のものとして衝立壁面５４に適用した例を示すもので
ある。この実施例では、複数の壁装材貼設パネル１を格子状に配列し、外枠部材５５によ
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り衝立壁面５４を形成する。この衝立壁面５４は、その表面に他の装飾構造物５６を組み
合わせることもできる。衝立壁面５４は、脚体５７を備えていて、該脚体５７を介して、
床面Ｆに固定することもでき、移動可能なものとすることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】図１は、この発明の基本的な構成例を示すものであって、図１Ａは、壁装材貼設
パネルの突き合わせ施工状態の一例を示す概略的な斜視図、図１Ｂは、取付壁面に対して
一枚の壁装材貼設パネルが取り付けられている状態を一部破断して示す概略的な断面図で
ある。
【図２】図２は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造の基本構成にあって、取付
連結手段が嵌合型の実施例を示すものであって、図２Ａは、その施工された状態を一部破
断して示す概略的な斜視図、図２Ｂは、上フレーム部材、嵌合型下フレーム部材、嵌合型
レール部材を分離して示す概略的な横断面図、図２Ｃは、各部材を組み合わせた施工状態
を示す概略的な横断面図である。
【図３】図３は、取付連結手段が貼着型の実施例を示すものであって、図３Ａは、上フレ
ーム部材、貼着型下フレーム部材、貼着型レール部材を分離して示す概略的な横断面図、
図３Ｂは、各部材を組み合わせた施工状態を示す概略的な横断面図である。
【図４】図４は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造を垂直壁面に適用した具体
的な実施例を示す概略的な縦断面図である。
【図５】図５は、取付連結手段が嵌合型の実施例において、上フレーム部材と嵌合型下フ
レーム部材とを一体的に接続して構成した例を示すものであって、図５Ａは、これを展開
した状態で示す概略的な横断面図、図５Ｂは、各部材を組み合わせた施工状態を示す概略
的な横断面図である。
【図６】図６は、取付連結手段が貼着型の実施例において、上フレーム部材と嵌合型下フ
レーム部材とを一体的に接続して構成した例を示すものであって、図６Ａは、これを展開
した状態で示す概略的な横断面図、図６Ｂは、各部材を組み合わせた施工状態を示す概略
的な横断面図である。
【図７】図７は、レール部材の実施例を示すものであって、嵌合型レール部材と貼着型レ
ール部材とを一体的に接続して構成した例を示す概略的な横断面図である。
【図８】図８は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造を用いた壁面施工例を例示
するものであって、図８Ａは、被取付施工面Ｗに対して当該壁装材貼設パネル１を格子状
に配列施工した例を示す概略的な正面図であり、図８Ｂは、被取付施工面に対して異なる
大きさの壁装材貼設パネルを所望のパターンに配列施工した例を示す概略的な正面図であ
る。
【図９】図９は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造において、取付連結手段が
嵌合型の実施例であって、引っ掛け型の実施例を示す概略的な側断面図である。
【図１０】図１０は、この発明になる壁装材貼設パネルの取付構造を衝立壁面に適用した
例を示す概略的な正面図である。
【符号の説明】
【００６０】
１　壁装材貼設パネル
１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄ　壁装材貼設パネルの外周縁
１Ａ　壁装材貼設パネルの上辺
１Ｂ　壁装材貼設パネルの下辺
２　壁装材
２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄ　壁装材の周縁端部
３　挟み込み手段
４　固定フレーム
５　基盤プレート
６　挟み込み手段のための間隙
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７　フレーム上部材
８　フレーム下部材
９　組立連結手段
１０　フレーム上部材の固定基部
１０ａ　一側縁
１０ｂ　上面
１０ｃ　下面
１１　突出部
１２　当接突起
１３　挟み込み素子
１４　突条部
１５　保持突起
１６　充填下地材
１７　第１の要素
１８　二条の突起
１９　フック溝
２０　フレーム下部材の固定基部
２１　当て部
２２　第２の要素
２３　二条の突起
２４　フック
２５　壁面取付手段
２６、２７　嵌合型連結素子対
２８　凸条
２９　先端フック部
３０　嵌合型レール部材
３１　受入溝
３２　タッカー手段
Ｗ　被取付施工面
３３、３４　面接合型連結素子対
３５　一方型の面ファスナー
３６　他方型の面ファスナー
３７　面接合型レール部材
３８　タッカー手段
３９　折り曲げ部
４０　接続部
４１　一体レール部材
４２　収納空間
４３　フック結合手段
４４　廻り縁部材
４５　差し込み片
４６　廻り縁
５１　係合部
５２　係止部
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